
 子どもたちの活動の様子は、本校ホームページをご覧ください。「れんらくアプリ」 

からもご覧いただけます。 

 

引き取り訓練がありました              
 

５月２９日（月）の引き取り訓練には、お忙しい中、皆様にご参加いただきありがとうございまし

た。あいにくの雨の中での実施となりましたが、保護者の皆様にご協力いただき、滞りなく終えるこ

とができました。本年度は、大規模な地震が発生したことを想定しての引き取り訓練でした。来賓玄

関からお入りいただき、５年生、４年生、３年生、２年生、１年生、６年生の順に各教室でお子さん

を引き取っていただき、児童用の昇降口から帰っていただくという方法をとりました。実際の場面

では、運動場や体育館、十四山支所で避難していることも考えられます。様々な場面を想定して日頃

から災害に備えていきたいと考えています。 

 ５月３１日には、沖縄県にＪアラートが発出されました。６月２日には、台風の影響で大雨となり

ました。今一度、４月１４日に、れんらくアプリで教育委員会から配信されたお便り「児童・生徒の

登下校について」をお読みいただき、学校の対応や、登下校中の行動の仕方についてお子さんとご確

認いただきますようお願いいたします。 

 

保護者学級と親子講演がありました 

 

 ６月１０日（土）に保護者学級と親子講演がありました。 

多くの保護者の皆様にご参加いただきありがとうございま 

した。親子講演では、中学２年生の時に東日本大震災とそ 

の影響による津波を経験された川崎杏樹さんを講師に招き 

ご講演いただきました。地震が発生した直後、釜石東中学 

校の生徒さんや川崎さんは、すぐに高台をめざして避難を 

始めたそうです。日頃から「津波が来る」ということや、 

そのときは「とにかく高いところへ向かって逃げる」とい 

うことを周りの大人たちに教えられてきたとも話してみえ 

ました。講演を聞き、日頃から、地震が来たらすぐに命を 

守るための行動をとれるように、心を備えておくことの大 

切さを改めて思いました。 

 十四山東部小学校では、年に３回避難訓練を実施してい 

ます。本年度の計画は次のようです。 

・１回目 ４月１４日（金）に実施済み 

震度５弱の地震が発生したという想定で、ゆれが収まっ 

てから運動場南側のタイヤの前に避難。その後、津波を 

想定してライフジャケットを身に着ける訓練。 

・２回目 １０月２０日（金） 

  震度５弱の地震が発生し、運動場南側で液状化現象が発生したという想定で、プール前のアス

ファルトのところにヘルメットをかぶって避難（あるいは、運動場東側の鉄棒前に避難）。その

後、津波を想定して、ライフジャケットを着用して十四山支所へ避難。 

・３回目 １月１６日（火） 

  休み時間中に震度５弱の地震が発生したという想定で、その場で一時避難した後、運動場に集

合。停電のため校内放送が使えず、ハンドマイクでの指示を聞いて行動する訓練。 

 弥富市の「浸水津波ハザードマップ」によると、十四山東部小学校の校区は、地震発生３０分後 

には東や北の地域で浸水が発生するとされており 1、多くの地域が２ｍ以上３ｍ未満の浸水の被害

に見舞われることが予想されています。学校でも、さまざまなケースを考えながら、より安全な避難

の仕方を考えていきます。 
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